一 、 三人 兄弟の 医者 

むかし ラュ ー とい ふ 首都に、 兄弟 三人の 医者が ゐた。 

いちばん 上の リンパ— は、 普通の 人の 医者だった。 そ 

の 弟の リンブ ー は、 馬 や 羊の 医者だった。 いちばん 末 

の リン ポ— は、 草 だの 木 だのの 医者だった。 そして 兄 

弟 三人 は、 町の いちばん 南に あたる、 黄い ろな 崖のと 

つばな へ、 青い 瓦 の 病院 を、 三 つなら ベ て 建てて ゐて、 

てんでに 白 や 朱の 旗 を、 風にば たばた みはせ てゐ た。 

う-るし 

坂の ふもとで 見て ゐ ると、 漆に かぶれた 坊さん や、 

し を ぼ.，？ C 5* ち 

少し びっこ を ひく 馬 や、 萎れ かかった 牡丹の 鉢 を、 車 



都の 方へ 飛んで 行く ご 

かき 

みんな は、 みちの 両側に、 垣 を きづいて、 ぞろ つと 

ならび、 泪を 流して これ を 見た。 

かくて、 バ ー ュ— 将軍が、 三 町ば かり 進んで 行って、 

町の 広場に ついた とき、 向 ふの お宮の 方角から、 黄い 

た a 

ろな 旗が ひらひらして、 誰か こっちへ やってくる。 こ 

れ はたし かに 知らせが 行って、 王から 迎 ひが 来たので 

ある。 

ソン 将軍 は 馬 をと め、 ひた ひに 高く 手 を かざし、 よ 

くよ くそれ を 見き はめて、 それから 俄かに 一 礼し、 急 

いで、 馬 を 降りよう とした。 ところが 馬 を 降りれ ない、 



て、 やがて 参内いた します。 かうて いねいに 云って く 

れご 

軍師の 長 はうな づ い て、 すばやく 鎧と 兜 を 脱ぎ、 ソ 

ン 将軍の 刀 を もって、 一 目 散に かけて 行く。 ソン 将軍 

は みん に 云った。 

「全軍 しづかに 馬 をお り、 兜 をぬ いで 地に 座れ。 ソン 

大将 はた V 今から、 ちょっとお 医者へ 行って くる。 そ 

のうち 音 をた てないで、 じいつ とや すんで ゐて くれい _ 

わかった かご 

「わかりました。 将軍」 兵隊 共 は 声 を そろへ て 一 度に 

むち 

叫ぶ。 将軍 は それ を 手で 制し、 急いで 馬に 鞭う つた。 



まく ま 

「よろしい、 しゅう ご と 将軍 は、 例の 白馬に 一 鞭 くれ 

て、 一気に 坂 を かけあがる。 大工 は あとでぶ つぶつ 云 

つた。 

「何 だ、 あいつ は 野蛮な やつ だ。 ひとから もの を教は 

つて、 よろしい、 しゅう とはいった いなんだ ご 

ところが バ ー ュ— 将軍 は、 そんな ことに は 構 はない。 

そこら をう ろうろ あるいて ゐる、 病人た ち を はね 越え 

て、 門の 前まで 上って ゐた。 なるほど 門の はしらに は、 

小 医 リンパ— 先生と、 金看板が かけて ある。 

三 1 ノ、 ンノ . 1 先生 



ろご 

「い、 え、 リンパ ー 先生 は、 向 ふの 室に 居られます。 

けれども ご用が おありなら、 馬から 下りて いた、 V きた 

いご 

「い、 や、 そいつが できん のぢ や。 馬から すぐに 下り 

れ たら、 今ごろ はもう 王様の、 前へ 行って た 害なん ぢ 

や ご 

「はは あ、 馬から 降りられない。 そいつ は 脚の 硬直 だ。 

そんなら い、 です。 おいでな さいご 

弟子 は 向 ふの 扉 を あけた。 ソン 将軍 はばか ばかと 馬 

を 鳴らして は ひって 行った。 中には 人が いっぱいで、 



「い、 や、 病気 はしなかった。 病気 は 別にし なかった 

きつね だま 

が、 狐の ために 欺され て、 どうもと きどき 困った ぢ 

や ご 

「それ は、 どうい ふ 風です かご 

「向 ふの 狐 はいかんの ぢゃ。 十万 近い 軍勢 を、 た、 V 一 

べんに 欺す んぢ や。 夜に 沢山 火 をと もしたり、 昼間い 

きなり 破漠の 上に、 大きな 海 を こしら へて、 城 や 何 か 

も 出したり する。 全くた ちが 悪 いん ぢゃご 

きつね 

「それ を 狐が します のです かご 

「狐と それから、 砂鵲ぢ やね、 砂鵲 というて 鳥なん ぢ 

や。 こいつ は 人の 居らない とき は、 高い 処を 飛んで ゐ 



て、 誰か を 見る と 試しに 来る。 馬の しつ ぼ を 抜いたり 

ね。 目 を ねらった りする もんで、 こいつが でたら もう 

馬 は、 がたがた ふるへ てよう あるかん ね ご 

だま 

「そんなら ーぺん 欺され ると、 何日ぐ らゐ でよ くな り 

ます 力 」 

「まあ 四日 ぢ やね。 五日のと きも ある や うぢ や ご 

「それで あなた は 今までに、 何 べんぐ らゐ 欺され まし 

た？」 

「ごく 少 くて 十 ぺんぢ やらう ご 

「それで はお 尋ねいた します。 百と 百と を 加へ ると 答 

はいくら になります か。 I 



ふきん 

布巾 を 添へ て 持って来た。 ソン 将軍 は 両手 を 出して 鉢 

をき ちんと 受けと つた。 パ— 先生 は片袖 まくり、 布巾 

に 薬 を いっぱい ひたし、 かぶとの 上から ざぶ ざぶ かけ 

て、 両手で それ を ゆすぶる と、 兜 はすぐ にす ぱり とと 

れた。 弟子が も 一人、 も ひとつ 別の 銅 鉢へ、 別の 薬 を 

もってき た。 そこで リンパ— 先生 は、 別の 薬で じ やぶ 

じ やぶ 洗 ふ。 I 卞 はまる で まつ 黒 だ。 ソン 将軍 は 心配 

き 

さう に、 うつむい たま、 訊いて ゐる。 

「どうかね、 馬 は 大丈夫 かね ご 

「も うぢき です ご とパ— 先生 は、 つ、 V けて じ やぶ じ や 

ぶ 洗って ゐる。 I 卞 がだん だん 茶い ろに なって、 それ か 



らうす い 黄い ろに なった。 それからた うとうもう 色 も 

\ /ま 

なく、 ソン 将軍の 白髪 は、 熊より 白く 輝いた。 そこで 

リンパ— 先生 は、 布巾 を 捨てて 両手 を 洗 ひ、 弟子 は 頭 

と 顔 を 拭く。 将軍 はぶる つと 身ぶ る ひして、 馬に きち 

んと 起き あがる。 

「どうです、 せいせい したでせ う。 ところで 百と 百と 

をた すと、 答 はいくら になります かご 

「もちろん それ は 一 一 百 だら うご 

「そんなら 一 一 百と 一 一 百と たせば ご 

「さやう、 四百に ちが ひない ご 

「十の 二倍 は どれ だけです かご 



ちょっと 何 か を さ、 やくと、 馬 医の リンブ— 先生 は、 

むな あて 

わらって こっち を ふりむいた。 巨き な 鉄の 胸 甲 を、 が 

よろ ひ 

つし リ はめて ゐる こと は、 ちゃう ど やっぱり 鎧の や 

うだ。 馬に けられぬ ためらし い。 将軍 はすぐ その 前へ、 

じぶんの 馬 を 乗りつ けた。 

「あなたが リンブ ー 先生 か。 わし は 将軍 ソン バ— ュ— 

ぢゃ。 何分 ひとった のみたい ご 

「いや、 その 由 を 伺 ひました。 あなたのお 馬 はたし 

か 三十 九ぐ らゐ ですな ご 

「四捨五入して、 さ うぢ や、 やっぱり 三十 九ぢ やな ご 

「はは あ、 た、 V いま 手術いた します。 あなた は 馬の 上 



もち さら 

まもなく 赤い 小さな 餅 を、 皿に のつ けて 帰って来た。 

先生 は それ をつ まみ あげ、 しばらく 指で はさんだり、 

に ほひ 

句 を かいだり して ゐ たが、 何 か 決心した らしく、 馬に 

しろう ま 

ぱくりと 喰べ させた。 ソン 将軍 は、 その 白馬の 上に 居 

に は しろう ま 

て、 待ちくたびれて あくび をした。 すると 俄かに 白馬 

は、 がたがた がたがた ふるへ 出し それから からだ 一 面 

に、 あせと けむり を 噴き出した。 プ— 先生 はこ はさう 

に、 遠くへ 行って ながめて ゐる。 がたがた がたがた 鳴 

りながら、 馬 はけむ り をつ > けて 噴いた。 その また 煙 

むやみ から 

が 無暗に 辛い。 ソン 将軍 も、 はじめは 我慢して ゐ たが、 

たうとう 両手 を 眼に あてて、 ごほん ごほんと せき をし 



の ごとく 通り過ぎ、 次の リンパ— 病院 を、 斜めに 見な 

がらもう 一散に、 さっきの 坂 を かけ 下りる。 馬 は 五倍 

も 速い ので、 もう 向 ふに は 兵隊た ちの、 やすんで ゐる 

のが 見えて きた。 兵隊た ち は 心配 さう にこつ ちの 方 を 

見て ゐ たの だが、 思 はず 歓呼の 声 を あげ、 みんな 一緒 

に 立ち あがる。 そのと き お宮の 方から はさつ きの 使 ひ 

の 軍師の 長が 一 目 散に かけて 来た。 

「あ、、 王様 は、 すっかり おわかりな りました。 あな 

たのこと をお ききに なって、 おん 涙 さへ 浮べら れ、 お 

出で をお 待ちで ございま すご 

そこへ さっきの 弟子た ちが、 薬 を もって やって きた _ 



兵隊た ち は よろこんで、 粉 を ふって はばたば た 扇ぐ。 

リん くわく 

そこで 九 万の 軍隊 は、 もう 輪廓 も はっきり なった。 

将軍 は 高く 号令した。 

「馬に またがり、 気をつけ いつ。」 

みんなが 馬に またがれば、 まもなく そこら はしん と 

して、 たった ニ疋の 遅れた 馬が、 鼻 をぶ るつ と 鳴らし 

ュ こ：、， こ- 7 いこ。 

「前へ 進めつ ご 太鼓 も 銅鑼 も 鳴り 出して、 軍 は粛々 行 

進した。 

じゅう わう 

やがて 九 万の 兵隊 は、 お宮の 前の 一 里の 庭に 縦横 

ちゃう ど 三百 人、 四角な 陣を こしら へた。 



を 見開いて 居りました のが、 いま 王様のお 前に 出て、 

おほめの 詞 をいた > きます と、 俄かに 眼 さへ 見えぬ 

なにとぞ 

やう。 背骨 も 曲って しま ひます。 何卒 これでお 暇 を 願 

ひ、 郷里に 帰りた うご ざいます ご 

「それで は 誰かお まへの 代り、 大将 五 人の 名 を 挙げ 

よご 

そこで バ ー ュ ー 将軍 は、 大将 四 人の 名 を あげた。 そ 

して 残りの 一 人の 代り、 リン 兄弟の 三人 を 国のお 医者 

におね が ひした。 王 は 早速 許された ので、 その 場で 

よろ ひ かぶと 

バ ー ュ— 将軍 は、 鎧 もぬ げば 兜 もぬ いで、 かさかさ 

ざん ふもと 

薄い 麻 を 着た。 そして じぶんの 生れた 村の ス 山の 麓 



あは ま 

へ 帰って 行って、 粟 をす こうし 播 いたりした。 それ か 

ら 粟の 間引き もやった。 けれども そのうち 将軍 は、 だ 

ん だんもの を 食 はなくな つてせ つかく じぶんで 播 いた 

りした、 粟 も 一 口た ベた だけ、 水 を がぶがぶ 呑んで ゐ 

た。 ところが 秋の 終りに なると、 水 も さっぱり 呑まな 

くな つて、 ときどき 空 を 見上げて は 何 かしゃつ くりす 

る やうな きたいな 形 を たびたびした。 

そのうち いっか 将軍 は、 どこに も 形が 見え なくなつ 

た。 そこで みんな は 将軍 さま は、 もう 仙人に なった と 

云って、 ス 山の 山の いた ゾ きへ 小さな お 堂 を こしら へ 

しろ-つま 

て、 あの 白馬 は 神馬に 祭り、 あかし や 粟 を さ、 げたり、 
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